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10 村 井 隆 文 (名大理)On the defect of power seHes in the unit disk

Hadttmrd間 隙級数に関連して,次 のことを考える。次のことは容易にたしかめられる:(i)

g l ( Z ) =二z′とする.しからば馬 1(1, 1 / 2 ) = lⅢ馬 1(r , 1 / 2 ) = 0 ,ここにⅣ←,0)は個数函数。(ii)

'(Z)=Σ
LZ′

2と
す る。しか らば 馬 2(1'1/2)=0。 (iii),(z)=層

l Z2′
とす る。しか らば ,任 意 の α

(複素数 の に対して,δσ3(α)=0.<δ は除外指数>こ のことから自然に次の問題が生じる :(1)数

列 (α′凛1⊂Cttl lα′12=+∞)を考えたとき指数列 И=(2′凛1が存在して,ノ ィ(Z)=層
lα′

zλ′

とおくとき,(市)任 意のα∈Cに 対して, δノИ(α)=0と なる (か?)我 々は (1)が正しいことを

示し,((α′凛1に依存して)(iv)を満たす Иの十分条件を考える。

2.新 濃 清 志 (横浜国大工)整 函数の factorizatiOnについて

最近Yang‐Umbeが,スの=∫|(θ
″-1)♂υzとおくとき,F(→(z)(ル=0,1,2,…・)がprimeで

あることを示した。この結果に関連して,次のことを報告する。多項式スz),Pl(z)(≠0),P2(Z)

(≠0)に 対 して,Fレ )=∫
:(Pl(Z)θ

8+P2(Z))θP←)JZと お く。このとき,(1)deg az)≧ 3で ,deg

ス z)が偶数のとき,ス z)=zL と お くな らば ,F(・
)(z)(ん=0,1,2,… )は primeで ぁる。 (2)上の

型の函数で ,Flz),F/(z)の factorizationが可能であるための必要十分条件を与える。 (3)(2)に

より(1)で deg fKz)が偶数のときの条件をおとすとき,ま た deg Plz)=2のとき,(1)の結果

が成立しないことがわかる。

3.窪 田 佳 尚 (東学芸大)On thC third cOenicient Of mcrOmOrphic univalcnt

functions

Gが 原点を含む (複素球面上の)領 域のとき, S(6)で θ 内正規化正則単葉関数 /1z)=Z+

Σ α.z“の族を表わし,Dが 無限遠点を含む (複素球面上の)領 域のとき,凡 (D)で D内 正
73‐2

規ィヒ有理型単葉 関数 g(z)=Z十 雇1ら
,7~'の 族 を表 わす もの とす る。Schaettr―Spencer

問題を提供した :E={lzl<1}とおく。S(E)に属する関数によるEの 像領域の集合を

θ∈Gに対してα,(G)弓ょ霧)lα"|(ル
=2,3,…)とおく。そのとき「,=灘

3α
,(G)を求めよ。

は次の

Oと し,

彼等は,
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もしBieberbachの予想が正しければ,「,=4・
~1で

あることを示 した。ここでは次の問題を考

える:E={lzl>1〕とおく。ΣO(0に属する関数によるEの 像領域の集合をつ とし,D∈ つ に

対してβ"(D)翼淵Blbπl(ル
=1,2,…)とおく。そ?ときИπ=選βπ(D)を求めよ。ИlF2,И2=4/3

は容易に示される。И3に関す る次の結果を報告する。一一定理。И3=(1+θ
~7)2,た

だし,τは

er+τ-3=0の 根である。証明にはJenkinsのGeneral Coefncient TheoremとLёwnerの方法

を用いる。

4。 山 本 博 夫 (東北大理)ク ライン群の成分の直径の自乗和の収束について

G:ク ライン群,ρO:Gの ある成分,a=〔 g∈θ:g(ρO)=ρO}とする。また C内 の連結集合 S

についてDIИ S=Sup{レーωl(4+lz12ィ1+lω12)-1:z,ω∈S〕とおく。定理 1.ρO/60が有限な面

のとき,Σ (DIZ ρt)2<∞,た だし和は'0と ← 同値なGの 成分全体にわたるものとする。有限

性定理と定理 1よ りただちに次の定理2を得る。定理 2。Gが 有限生成のとき, Σ(DIИ ρ′)2<
′

∞,ただし和はCの すべての成分にわたるものとする。

5。 佐 藤 宏 樹 (静岡大理)SChOttky spacesに よる mOduliの 空間の COmpact化

moduliの空間の1つ の被覆空間として Schottky spaceがある。moduliの空間の compact化

に対応する自然なaugmented Schottky space Cす,′をここで導入する。この為にSChOttky space

の座標のとり方を,座 標を表わす 3g-3個 の元がすべて等角不変なものをもってくる。この座

標により nOdesを もつすべてのリーマン面も表現されることを示す。 この座標 と今迄の座標 と

の関係を示 し,応 用 として超楕円面のある3つ の分岐点に 1点 に縮めるという変形の下での極限

が何であるかを示す。又 nOdesと cuspSの関係も述べ,こ の正規化された augmented Schottky

space Ci′の有限個のコンパクトな部分集合の直積の射影が mOduliの 空間の ∞mpact化 を与

えていることを示す。更に 0税′の ■berspace 80す,′上の保型形式についても述べたい。

6。 柴  雅 和 (京大理)TOruSへ の測地的平行哉線写像

種数1の閉Riemann tt rの ,1つ の標準 hOmObgy基 底 J(r)={五 ,B〕に関する第1種
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正規微分は,曲 率零の Rimmnnian metricをひきおこす, こ の時 И,3は それらに hOmotOpic

な曲線族内で長さが最小である (geodesics)と仮定することができる。次に Rを 種数 g<∞ の

任意の開Rimmnn面 とする時,Rを rの 上に拡がる被覆面として実現する問題に関して,定 理.

Rの 適当な標準 homOlogy基底 (mOd∂R)ど(R)に 関して,VirtanenK̈usunoki‐SainOuchiの意

味での第 1種正規微分の周期行列が

1    0

1

0    1 it同|
e-0  or .1

m e . Z

の形をもつ時かつその時に限って,Rか ら rへ の,ど(r)に 関する測地的平行裁線写像が存在

する (i.e。,Rは ,r上 の被覆面でその境界の (rへ の)射 影が悉くZに 測地的平行な曲線から

なるものと等角同値である)。

7.Jヽ林 昇 治 (東工大理)」ら極値函数の収束について

ρをその境界 ∂ρが有限個の解析閉曲線からなる平面領域 とする。2点 ι,zO∈ρを任意にとっ

て固定する.0<P<∞に対して,に蝋?),|・‖p)を点tでノルムを導入したHardy族とする。次

のような極値問題を考える :ε p={ノ ∈島 9);‖/‖p≦ll,名 =Sup〔|ノ
′
(Zo)|;ノ∈εpl・ノ多(zO)=

場 なる ん ∈Qを 正ら極値函数 と呼ぶ。/0を つの zOに 関す る Ahlfors函数 とす る。次の結果

を報告す る :定理。liml「2-/0‖∞=0。 これは,49年 春 の学会で報告 した次の結果の拡張である :

露
‖ん

―
/0‖9 = 0 0 < 9 <∞ 〉

8.中 井 三 留 (名工大)MalfOrmcd subregions of Ricmann surfaces

Riemann tt Rの部分領域 /に 関するextremization μの ″D及 び 鵬 Dへ の制限を夫々

μ D 及 び μβD と 記 す 時 : μ B D が S u t t e C t i V e で あ る に も か か わ ら ず μ D が そ う で 無 い 時 ″ を

malfOrmedで あると呼ぶことにする。この様な /が 実際に存在することは先年の本分科会で

報告 したが (Jontho soc.Japan,28(1976),581-603),さらに進んで,こ の様な ア の存在する

為にRの 満すべき完全条件が次の様に得られたことを報告する :定理.Rが InalfOrmedな部分

領域を含む為の必要十分条件はR上 非有界な Dirichlet積分有限調和函数の存在することである。

一一分類論の言葉で言い換えるなら



R∈ vO≦″K..OttD

となる必要十分条件は,Rが malformedな部分領域を含まぬことである,と 述べられる。

90斎 藤 二 郎 (群馬大工)The eXact Bergman kernel and the kcrnels of Szcgё

type

SZegё核の2乗 の4π倍とexactな Bergman核 の差がある核函数になることが酒井良氏とD。

J.Hejhalに よって証明されている。今回はこの結果が Riemann面 上の場合を含む非常に一般

的な立場で成立することを自然なものと考えられる方法で示し,前 に与えた核函数の完全性に関

する定理に新しい型のものを加える :内容は SZegё核の積のperiod matrixの正値性,そ の積の

periodsの独立性,Green函数の critical pointsにおけるL―核の積の matrixの正則性等に関連

している。これらの結果は重さの付いた任意のSzegё核のある積,さ らにJ.D.Fayに よって確

立された Riemann面 上のcharacteristicをもつ SZegё核に対しても成立することが我々の方法

では分る。他方普通の Bergman核 については反対の差がある核函数になることが Hejhalに

よって確立されているが,こ の場合には上記のようなことが一般には成立せず非常に delicateな

現象が起きていることを2つ の典型的な場合における例によって示す。

10。 酒 井  良 (広大理)調 和関数の平均値の性質について

調和関数は平均値の性質を持つ。すなわち,点Pで の値は点 P中 心の回転に関して不変な測度

に関する平均値に等 しい。ここでは,測 度として最も単純な面積の測度をとり,回 転に関して不

変つまり同心円環の和集合上での平均値 ということをどこまで変形できるかという問題を考える.

点Pを 与えて固定する。Dは 平面領域でその境界は区分的に解析的で,P∈ Dと する。このよう

なりを任意に与えたときに,任 意のε>0に 対して次のような領域 Dε,Dε が存在する。1)

D⊂ Dε⊂Dε,2)Area(Dε
一Dε)<ε,3)任 意 の ん∈鰐 (Dε)に 対 して,ん0)=∫ D8_Dん

(Z)α″αダ.

ここで脇 (Dε)は Dε上の有界調和関数族をあらわす。この結果の応用についてものべる。
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110伊 藤 順 ― (中部工大)半 空間における劣調和面数について

.Phragm6n‐LindelJの境界条件を満足する劣調和関数に関するregularityについてのAhlfors_

Heinsの 定理はよく知られている。最近 ん次元の円錐についてこの定理の拡張が次の2つ の論

文において発表されている。(1)Vo Azarin,GeneralizatiOn Of a theorem Of Httman on sub‐

harmonic functions in an′π_dimensiOnal cOne,Amero Mathe Soc.Transl。(2)80(1969),(2)M.

Ess6n and J.L.Lewis,The generalized Ahlfors_Heins theorem in certain α‐dimensiOnal cOnes,

Matho Scand.33(1973)。しかし両者ともある種の仮定をおいている。今回は仮定をおかないで

半空間における劣調和関数の high classに関する regularityを研究するのが目的である。Pの

極座標を (ρ,θ,9)とし, 2点 R POの距離 rに関するspherical harmOniこ五L(ρ,θ,9)=ρ'S.(θ,9)

を利用 して上半球面における平均値 (1/4πρ
2)∫

∫島
“(D・(島(θ,φ)一島(π一θ,9))αSρを開拓して,

関数論における Carlelmnの 定理を拡張する。この結果 の 1つ の応用 として high classの

Poissonの表示式を導き,regularityに関する結果を導 く。

12。 水 田 義 弘 (広大理)・村 井 隆 文 (名大理)On the radial limits Of Riesz

potcntials

R'上 の非負測度 μの α(0<α<π)次 の (リース)ポ テンシャルは

υ後(″)=∫lπ――」rl α~″Jμ(y),   ″∈iR″,
で定義される。ここで,確 ≠∞ なる μに限る。ボレル集合 E⊂R・ の α次の容量を次で定義する。

Cα(E ) = S u p {μ( R″) ; t (μ の台)⊂Eか つら 上 叱 ≦1)

このとき,次の定理が成り立つ。ただし,S={″ ∈R";レ |=1〕 とする。定理 1.Iャ
晉
耽 (だ)=眈 (の

Cα‐α.eoon S。 定理 2。
撃鴨

r■
~α

確 (だ)=μ({0})Cα‐α.θ。On S。

R・ 上の対数ポテンシャルについても同様の定理が成り立つ。
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13。伊 藤 正 之 (名大理)半 空間の Green型核について

ユークリッド空間 R・(ル≧2)における半空 間 〔″=(″1,″2,・・・,″")∈R";χl>0〕を Dと する。

″∈R・ の ∂Dに 関する対称点を 発 と記す。 ん ≧3の 時, G2(κ,メ =|″一
メ

2-,_|″―
夕12-“

(″,γ∈D)と おけば,G2は '上 の Green函数である.ル≧2,0<α<ル の時同様に,Gα(″,メ =

|″―メ
α~“―|″―ヌlα

~・
(″,γ∈D)と おき,Gαを Dに おけるorder αのGreen型核と言う.

この時,次の問題がある.Gαが掃散原理を満足するための必要かつ十分な条件は0<α≦2("≧3),

0<α<2(ル=2)であるか (JackSOn)。この問題を次の設定で考えれば,そ れが肯定的であること

が直ちにわかる。κを R“ における合成核とし,∂Dに 関して対称とする。この時,D上 の

potential核ンЪを4ノ=κ1/―κずによって定義する.ただし,ノは'上のcompactな台を持

っ連続函数,ノ はノ の∂Dに 関して対称な面数である。κを Hunt合 成核で ∂Dに 関して対称と

し,α を ″の特異測度 とする。4が Hunt核 であるための必要かつ十分な条件は,超 函数の意

味で,D上 ∂α/∂αl≧0で ある。
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特 別 講 演

カロ藤 崇 雄 (山口大文理)Riemann面 の自己等角写像 と theta函数

1。 Sを genus g(≧2)の compact Riemmn面 とする。 S上 に Canonical hOmobgy basisを

とり,(πJr,ρ)を それに対応する周期行列とする.Torelliの定理によれば Sは 'に よって

(その等角同値類が)決 定される。したがって Sが もつ性質と 'の 性質とには何か関係がある

はずである。ここでは Sの もつ性質として恒等写像でない自己等角写像 (nOn_trivial automOr.

phism)の存在を考え,ρ についてはtheta函数

θ(Z;ρ)=Σ exp(2rπz十物ρm)

(zは g×1ベ クトル,協 は整数要素のすべての g× 1ベ クトル)の Sの Ja∞bian J(s)で の

vanishing propertyを考える。本講演ではこれらの事柄についての最近の Accola,Farkas等の

研究を中心に述べる。 定理の正確な記述は場合分け, 数式等が多 く煩瑣になるので割愛 した。

2. 最初に Sが non‐trivial automorphism rをもつときの theta divisorについて考察する。

(rが hypereniptiC invohtionになるときは Krazer[9]の研究がある)。ここでは ord<r>=

Ⅳ は素数と仮定し, gを S/<r>の genusと す る。(i)P∈ Sを rの 不動点とし, κ(P)∈

J(S)を Pを 基点とする Riemann定 数ベクトルとする。このときκ(P)におけるθ(z;ρ)の 零

点の orderの上下からの評価を g,g9Ⅳ によって与えることができる。またその評価のいくつか

は Sharpであることもわかる ([7,8])。(ii)Pl,…,2を rの すべての不動点とする。ζ̀を 鳥

における局所助変数 とするとき, ある ε(lεl=1)が 存在 して r(ζt)=εζ̀+… ,(J=1,…,ι-1)

となれば,4g個 の J(S)の half periodsにおいて θ(z;ρ)の 零点の orderを下から評価するこ

と力て きる ([3,7,8]).

& 次 に theta divisorを与えて rの 存在を導 くことについて述べる。次の予想があった
“
予想.

g-2個 の half periOdsでθ(z;ρ)が eVen Orderの零点をもてば Sは hyperenipticでぁる
"。

この予想の根拠のひとつは Teichmtter空間内における hypereniptic lociのcodim=g-2と

いうことにあった。g=3[13],g=4[15,6]の 場合は予想は正 しかったが g=5の 場合に正 しく

ないことが Accola[2]に よって示された。また θ(z;ρ)力れ くヽつかの half periOdである程度

orderの高い零点を持てばそれに応 じて特殊な rが 存在することがわかる。 これを中心に Mar‐

tens[12],Accola[1]等の最近の結果を概観する。

4。 以上の結果の証明に使われる道具は閉 Riemann面 の基本的な教科書 (たとえば[10,16])

にある事柄の他に Riemann's vanishing theorem[11],linear seriesに関するい くつかの定理
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(E4,5,12,14])等 が使われ る。
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日月

14。 大 沢 健 夫 (京大数解研)Exceptional setに ついて

二 耽 乙 を既約な解析空間であって,yは Xの 例外集合であり,Zは yの 例外集合である

島fti皇ふfFXの
例外集合となることが,,,ilil二

重与ヴFFSii五
Mnの定理の応

15。 月風 部 修 三 (兵庫県三木高)Fuchsian systcms with discrete monodromy

groups

超球 D={lχ12+|メ2<1〕の∞での固定群の離散部分群「をすべて求めることができる。そ

れは「1=〔σ∈F ldetσ=1〕を決定する格子二=Z+τZと ,map r( )二→R/gZ(9は Flによっ

て決まる正数)が,一般のτ∈り+,τ=J,τ=θ2″̀たかっr(1)=r(τ)=イ3:τ=θ2″̀ノ3かっr(1)=r(τ)=β/3

であるかに従って,Ⅱ 型,IV型 ,VI型 ,Ⅱ I型 と分類できる。これらすべての rに 対し,

D/「U〔∞〕は,多 くの場合非特異とはならない。そこですべての非特異化を作り,D/FU〔 ∞}

自身が非特異となるものを選ぶ。この選ばれたものに対して,∞ 点の局所環をよく知られたθ函

数や わ函数で書き,Schwarz微分を施 して,「 を mOnOdromyに もつ微分方程式を作る。この

方程式のsingularityは「 によって様々な varietyになる。例えば VI型 に対しては次の9種

類である。

16。 寺 田 俊 明 (滋賀医大)超 幾何級数より生ずる保型函数

, + 1

ん,ス1,・・・,ス“+1を 定数, た=ル+1-喬 れ,ス̀ 0`1…ち=2`0+…+λ̀ p~P  とすると, D=P'一
" + 1

ちメ0{″̀=χ′}(″0≡0,χ"+1=0,″0=π"+1は∞―平面を表わすものとする。)で定義された微分方程

・式系

十α″
∂ノ

／Ｆ

＋
　
∂

脚
群
れ

＊
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の解の系 (ω)=(ωl,・・・,ω●+1)はうからP"の 中への写像を与えるが,(ω)~1は,ル=2の とき λ̀′

がすべて0又は整数 (キ1)の逆数ならば,ル=2の ときスt=1/3ならば,一価となる。このとき

Co)~1は超球と同型な領域Gで の保型函数を定める。以上は今迄に分っているが,こ こでは次の

ことを示す :この基本領域を適当な有限群で割ってできる保型函数の群「は次のように算術的に

定義される。(ω)のモノドロミ‐群の不変エルミート形式をI二すべてのスぅの分母の最小公倍数

を %,1の 原始 解乗根をζとすると,「 は,Iを 不変にし,そ の要素が Z[ζ]に含まれる行列

全体であらわされる。

17.中 田 喜代人 (金沢工大)A polynomial map from C″ to C"

R.0。Kuiahは [LectuЮ Notts in Math.184(190),夕 .231]で ,7は ,関 数行列式 Jr力ゞ

zeroで ないC'か らC・へのpolynOmial m叩 とすると,biholomOrphic mapで あるか」という

問題を与えている。これについて肯定的な解決が得られた。定理.ノ を J/キ 0で ある C'か ら

伊

イ て
電=罫

準
Iblら 声徹 麓 ツ 甥 町

rポ

ず

pで あな

18. 藤 本 坦 孝 (名大教養)Rcmarks to the uniqueness problem of meЮ morphic

mapsinto PN(C)

C'からP(0へ の有理型写像二g,および,一般の位置にある9個の超平面I島 (1≦j≦

g)に対し,メC')(島,g(θ)(島 とし,d市iSOr(島)のノ,gによるひきもどしをνf/9氏),ν(3

4)で 示す。前回の学会で,「g≧2Ⅳ+3,ν“ 二)=ν(3二 ),旦つメ又はgが代数的非退化なら,

弁 g」となる事を報告したが,一箇所証明に不備があった。今回は,この不備を補い,同時に,

9=2Ⅳ+2の 場合に,特別な射影一次変換 二:P″(0→P2V(0に よって 二・g=ノ と書けるか,

げ秋∂C')が ,P・(0×PrC)内 のいくつかの特別な≦2次式で書ける代数的集合に含まれる

事を示す。更に, 次の結果を報告する。二 gを共に代数的非退化とし, 9=Ⅳ +2,νC/P4)=

ν(g9二)=0(1≦J≦Ⅳ+1,min(νf/9=証2),Ⅳ)=min(ν(3島 +2),めと仮定する。このとき澤

ム ,島 ,一,』路 +1を 適当にいれかえ,島 +2を 固定す る射影一次変換 二で,ル g=ノ をみたす も

のが存在する。

こ午
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19.船 橋 賢 ― (名大理)C″ 内の解析的集合の Cπ×R″―π
を越えての接続につい

て

R'⊂ C“を越えて解析的集合を接続する問題が,Bo Shiffman,H.Alexander等 により考えら

れているが,我 々は,C'の R―線型部分空間を越えての接続 に関して,一 般 に成立する法則を

問題にする。これに関し,Thulen‐Remmert‐Steinの定理に類似した次の定理が成 り立つ.定 理.

ρlを C"の 連薪開集合.ρ 2を C・
~れ

の開集合.ρ =a× ρ2⊂Cπ とする。 /を ρ―C"× R“
―"

内の純 π+1次 元の解析的集合で,ア の ρ内での閉包 /∩ρが,一 点 り,9)∈ρ のある近傍で

解析的であるとする。このとき, ア∩ρは ρl× (9)の 近傍でも解析的である。系.ρ を Cπの

開集合.ア を ρ一Cπ×R“
―π

内の純≧“+2次 元の解析的集合とすると, ア ∩ρは ρの解析的

集合となる。(系において π=0の ときが Shiffmanの定理である。)こ の系は /が 純 π+1次 元

のときには一般には成立 しないが,上 の定理は,(蘭 ≧1の 場合)/の essential singularityの

集合の構造を示 している。

20。郡  敏 昭 (早大理工)Cπ 内の実超平面の片側での D01beault型の補題およ

び正則型式の廷長について

進

(i)び をC'内 の原点の開近傍,ρを び上のC∞面数,ρ(0)=0,とする。び∩{ρ=0〕はλ次

元部分多様体 {zκ+1=…=Z"=0〕を含むとする。いま (0,9)形式 9=琵 99J乏
∠αについて,各

/c=(αl,・・・,αα)の 中に必ず 1≦Eαじ≦λ,また び∩{ρ≦0〕上で59=0,とする。このとき0のある

近傍 /上 の形式ψで ∂ψ=90n/∩ {ρ≦0〕なるものがある。

(ii)び 上の局所座標系が

ρ(Z)=ち 十αダ勇+二 2Re(j%ル 乏′)+ュ λノIZ′12+0(lz13),スノ<Of°rl≦ ノ≦g,

λJ>O forん
一
P≦ノ≦ん~1

ととれているとしよう。このときび上の(r,s)形式9=BIぽ :α2五3∧αZBrに対し,条件 ;

(a)r+s≦ ルー2,(b)あ るノ,1≦′≦9は, どの∠8,にも属さぬ.(c)み=00nび ∩〔ρ≦Ol,

が満たされているなら,原点の近傍 /で 定義された(r,s)form ψで /∩〔ρ≦0}上 9と一致し,

Dψ=O on/と なってるものが存在する。s=0の ときは一意的である。s≧1なら9=∂χ on/∩

{ρ≦0〕と書ける。

〔

……11-―



21。 野 口 潤次郎 (広大理)Equidistribution thcory of holomorphic cuⅣ
es in

algebraic varielies

アを複素射影的非特異代数多様体,Σ をその中の超雇ζ llる 。ノ *り)で /上 局所有理型函

数でそのゼロ点と極が Σに含まれているものの成す Sheafと し,/上 の sheaf α(bg Σ)を 次

で定義する :0 -→ C*一→ ノ *(Σμ喝 0( 1 0 gΣ)一→0・
ピ (■

里 空 〕
のゝ元は第二種アーベル微    |

分の特別なもの。次の (条件)を 考える :

條0{璽胤yttα
00gぞat 9=ωl∧…∧み∧…∧ωttbみLみちル+L雌

定義 .HdoCurve F C→ /が 上述の {ωt降卦 に関 して退化 しているとは,ヨ(スt)∈C“
+1-{θ

〕Se t.

メ0⊂ 〔Σスι9`=0}.主 定理 .上 述の (条件)を 仮定す る。 その時 {ωt〕に関 して非退化な hol.

curve F C→アに対し,コ正定数κS.t。                             |

κ場(r)≦ⅣKr,Σ)+ο(10g場(r))十θ(10g r),as r一→∞・

ここで rノ(r)は ノの特性函数 ,Ⅳ ノ(r,Σ)は 重複度をこめない個数函数。この種 の定理は今まで,    |

/=P',Σ =U〔超平面}の時しか知られていなかった (Cartゃn,Ahlfors)。主定理は勿論この場合
α

を含む。

出上L≪」二L止立ニリn

L/

イι//Ab)

ヽ

＼

、

一
，

ヴ

リ

で

ヽ場一
み

・

Ｖ

ち
・

Ｌ

・

一
ｈ⊆

●
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特 別 講 演

西 野 利 雄 (九大工)2次 元 Stein多様体上の解析函数

″ を2次 元の Stein多様体,ノ を ″ 上正則な函数とする。ノの prime surfaceがすべて,放

物型であるときノは性質 (0を もつと云い,″ 上に性質 (0を もつ 2つ の独立な函数が存在す

るとき″ が性質 (⊃ をもつと云う。定義より直ちに解るように,″ が性質 (0を もてば,″ 上

有界な正則面数は定数 しかない。 2つ の放物型 Riemann面 の直積とか,compactな 2次 元の

解析多様体から対数容量 0の 閉集合を除いて得 られ る Stein多様体又 はそれに高々可算回の

σ‐processを施 して得られる Stein多様体はすべて性質 (0を もつ。問題は性質 (0を もつ Stein

多様体の構造を決定することである。以下にその非常に特別な場合を述べる。

先ず次の補題を準備する。
“
Rを 任意の Riemann面 ,Fを 種数有限で放物型の Riemann面 と

しFか らRへ の解析写像 9が 存在するとする。そうすれば,Rも 当然放物型であるが,更 にそ

の種数も有限である。しかも,もしRの 種数が2以 上なら,9は Fを compact化 したものから

Rを compact化 したものへの写像に解析接続される
"こ

れは,Ahlforsの被覆面の理論を使っ

て証明される。

さて ″ を性質 (0を もつ Stein多様体とし,ノ 及び gを 性質 (Plを もつ″ 上独立な2つ の

面数とする。そして Rノ及び Rσを ″ のノ及び gに よる projectionとする。これらは共に放

物型の Riemann面 である。ここで ノ及び gの prime surfaceがすべて種数有限であると仮定し

よう。そうすれば上の補題より Rノ及び Rσは共に種数有限となる。そこで更に Rノ又は Rσ の

種数がどちらか一方 2以 上であると仮定する。そうすれば ″ はノ と gに よって θ 上の代数的

領域の中へほとんどいたるところ 1:1に 写像される。従って ″ は ∞mpactな 解析多様体から

対数容量 0の 閉集合を除き,そ れに高々可算回の σ‐processを施 して得られるものと同型である.

前に報告したように,ノ 及び gの prime surfaceがすべて代数的であるときは,Rノ 又は Rσ

の種数がどちらか一方 1以 上と云う条件で同じ結論が得られる。しかしそ うでない場合種数 2

以上を云う条件は不可欠である。以下にその例をあげる。

″ を種数 1の ∞mpact Riemann tt rと方 平面 Clと の直積 とする。先ず ノ を r上 の任意

の有理型函数を γ方向に定数として ″ 上の面数とみなしたものとする。次に ξを r上 の第一

種積分,ωl,ω2を rの 基本 cydeに 関するξの周期,わ を周期 ωl,ω2を もつ任意の楕円函数 と

して,θ =わEy一ξ]と お く。合も″ 上一価有理型な函数である。そこで ″ 上 ノ と θ とが共に

正則であるような部分の全体を 〃 とすると,″ は確かに Stein多様体である。そして ノ及び

―…13-―



gをノ及きθの″への制限とすると,これらは互に独立で,これらのprime surfa∝はすべ

て Clか ら高々可算個の点を除いたものと解析的に同値である。容易に解るように,Rノ 及び Rσ

は共に種数 1で ある。

第20回函数論シンポジウムは,7月 19日(火)～7月20日(水)松山市にて愛媛大学のお世話で開催される予

定です。
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